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第１章 地域（南国市）の現状と課題 

 

１．南国市の概要 

（１）位置と地勢 

南国市は、高知県の中心部、高知市の東隣（東経133度38分、北緯33度34分）に位置

する人口5万人弱の市で、南は太平洋、北は四国山地に連なっている。市域は、東西約

12キロメートル、南北23キロメートル、総面積は125.35平方キロメートルである。 

奈良時代から平安時代にかけて国府が置かれ、「土佐日記」を記した紀貫之は第48代

の国司を勤めた。 

かつて土佐の政治・文化の中心地として栄え、市内には豊かな自然とともに歴史的な

資産が残されており、坂本龍馬や長宗我部元親ゆかりの史跡を訪ねる歴史ファンも多い。 

また、南国市は食育でも知られる。2005 年 12 月に「南国市食育のまちづくり条例」

を制定。健康で豊かな活力ある南国市を実現するため、全国に先駆けて学校教育に食育

を取り入れ、自校炊飯、週5日の米飯などをいち早く実施するなど、市と市民が一体と

なった食育のまちづくりを推進、南国食育フォーラムの開催など積極的な活動を続けて

いる。 

近年では、四国横断自動車道南国インターチェンジ、高知龍馬空港を有し、同時に高

知新港に隣接し、高知県中心部の交通の要衝を占めるとともに、南国オフィスパークや

流通団地等の企業団地の整備が進むなど、新産業拠点としても発展を続けている。 
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（２）気象 

南国市の近年の気象は、年平均気温が 16.4℃～17℃で一定している。年間降水量は、

1,727mm～2,760mmであり、比較的温暖で降水量が多い。年間日照時間2,151.6時間、冬

は季節風が四国山地で遮られることや黒潮の影響で温暖、夏は太平洋高気圧の影響で晴

れが多く暑い日が続く。 

 

 
 

 

月別平均気温及び降水量 

 

                            (後免地域気象観測所 2011年) 
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（３）人口 

①総人口数と世帯数 

平成22年の国勢調査によると、南国市の総人口は、49,472人で、平成17年の調査よ

り 2.5％減少しているが、世帯総数は、19,377 世帯で前回よりも 4％増加している。平

成 17 年までは、人口が増加傾向にあったが、平成 22 年では、減少傾向に転じている。

一世帯あたりの人口も減少傾向にあり、平成22 年度は、2.55 人になっている。また、

南国市は、高知大学への外国人留学生が大学周辺に居住している。 

 

人口の推移（世帯数と人口） 外国人登録人口 
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②年齢層別人口 

2010年(平成22年)の南国市の年齢階層別人口は、15歳未満の人口が6,592人（13.4％）、

15 歳から64 歳の人口が30,092 人（61.1％）、65 歳以上は12,535 人（25.5％）となっ

ている。 

 年齢階層別人口の構成の推移をみると、2000年（平成12年）から2010年の10年間

で15歳未満の人口の割合が1.1％減少する一方で、65際以上の人口の割合は、4.1％増

加、高齢化率が進行している。 

 

 
（注）年齢不詳分があるため、各階層の合計と前頁の総人口とは一致しない。 
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③人口動態 

 ア.自然動態 

    死亡が出生を上回る傾向が続いている。 

 

 

 イ.社会動態 

  転出が転入を上回る傾向が顕著になっており、全体として人口が減少に転じ、その

傾向は続いている。 

 

 

 

 自然動態 社会動態 

出生 死亡 転入 転出 

H21 386 528 2,000 2,203 

H22 363 564 1,824 2,075 

H23 350 558 1,780 1,972 
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（４）産業 

①産業別就業人口 

   平成21年の就業人口は、25,568人で、第1次産業が329人（1.3％）、第2次産業が6,282

人（24.6％）、第3次産業が18,957人（74.1％）となっている。第1次産業は微増、第2

次産業は、減少しており、第3次産業の割合が年々増加している。 

   産業別就業者数は、南国市の事業所に就業している人口を示しており、南国市住民に

加えて、他に近隣地域から勤務する住民が含まれている。 
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②農業算出額と生産農業所得 

   温暖な気候を生かし、早場米の生産に力を入れている。また、平野部ではししとう、

しょうが等、また、中山間部では、たけのこ（孟宗竹、四方竹）が主要な農産物である。

ＪＡの直販所、量販店での直販など、生産者の顔が見える販売形態も特色として上げら

れる。生産物の販売だけでなく、加工品の製造にも力を入れており、地産地消、地産外

商に取り組んでいる。 

 

 

③製造品出荷額 

平成22年の製造品出荷額は、792億6,140万円となっている。平成22年の製造業事

業所は110 事業所で、金属加工、機械製造業が3 割強を占める。打刃物、機械製造業

が多いことも特色の一つであり、この分野では高い技術を誇る。平成19年は、半導体

関連企業の出荷額増加により一時的な増加がみられたが、その後は、同企業の出荷額

や企業数の減少により、年々減少傾向にある。 
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④年間商品販売額 

   平成19年6月1日現在で607事業所、年商1,047億円となっている。平成19年は、事業所

数や従業員数が増加しているが、年間販売額が微減している。平成14年は、第57回国民

体育大会「よさこい高知国体」の開催、ごめんなはり線の開通関連で年間販売額が増加

しているが、全体的には、ほぼ横ばいの状態で推移している。 

 

 
 

⑤観光 

   南国市は、交通アクセスに恵まれており、市内には観光スポットが点在している。た

だ、観光地としての知名度は一部を除いて低く、高知市等への通過点となっている。 

観光に関しては、平成 22 年から携帯電話を利用した長宗我部元親ラリーを株式会社

カプコン（ＣＡＰＣＯＭ）と提携して行っている。この時期になるとホームページへの

アクセスも増加し、参加者も多くなっている。 

 

高知県の観光客数推移(主要交通機関県外入込客数) 

乗用車 観光バス 高速バス JR 航空機 

平成18年 1,997,953 705,395 110,846 134,627 102,108

平成19年 1,885,489 665,691 107,625 132,783 95,314

平成20年 1,914,346 641,681 110,658 135,389 90,434

平成21年 2,011,495 674,245 103,438 118,383 80,844

平成22年 2,736,699 1,080,179 108,421 120,323 93,388

平成23年 2,411,866 947,382 110,422 120,256 95,916

                             (高知県観光政策課) 

 

 

 


